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○
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桔
梗
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
徳
太
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
九
年
、
十
六
歳
で
旧
田
沢
村
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
た
ち
と
一
緒
に
東
京
の
乳
熊
味
噌
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
冬
働
き
に
行
っ
た
と
き
、
み
ん
な
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
月
に
撮
っ
た
思
い
出
の
写
真
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
給
五
十
銭
、
一
ヵ
月
十
五
円
の
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
を
大
人
と
同
じ
に
も
ら
い
、
大
変
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
し
く
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
。
仕
事
は
、
自
動
車
部
（
配
達
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
入
り
、
毎
日
の
よ
う
に
都
内
の
酒
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
配
達
し
て
い
ま
し
た
。
宮
内
庁
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
か
げ
で
、
当
時
は
都
内
ど
こ
へ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
迷
わ
ず
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
今
で
は
別
世
界
の
よ
う
で
世
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
移
り
変
わ
り
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
列
の
右
端
が
わ
た
し
で
す
。
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■三種混合　第1期（2回目）S61．9．1～62．8．31生まれ

　9月27日／14：00～15：00／総合センター／村内全域

■妊婦検診・母親学級

　9月29日／12：45～　　／上村病院

■乳児検診（S62．10．1～63．4。1生まれ）

　10月7日／13：00～14：00／保健センター

■胃ガン検診

　9月11、12、13日　対象者に通知

■村民検診事後指導会

　9月14、16、19、20、21、22、25日　対象者に通知

■糖尿病検診

　9月28、29日　対象者に通知

　∂ψ
◇

・
．
．
3
取
轟
曽

詳しいことは、配布済みの健康カレンダー

をご覧ください　　（保健課）

9月11日～10月10日

醜
敬老の日

老人福祉大会（P10参照）

休日救急医（至誠堂医院十日町市852－3276）

16仕）

⑰日）
村民芸能祭（P10参照）
村民テニス大会（清田山自然運動公園9：00～17100）
休日救急医（山口医院十日町市a』52－2174）

18（月）
愛螂徒（総合センター19：30～21：30）

19（殉
木版画教室（総合センター19：30～2L301

22㈹
心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　山田正平）

陶芸教室（村民体育館19：30～21：30）

⑳仕）
秋分の日

休日救急医（庭野医院十日町市台52－2711）

⑳日）
休日救急医（中条病院十日町市君57－3018）

25（月）
高齢者講座（総合センター及び老人センター

9：30～11：30クラブ活動）

27㈹
村内小学校親蕃陸上大会（田沢小グランド9：00～
16：00）

28㈲
村民教養講座（総合センター19：00～21：00講師
須藤重夫氏　演題発電所と鉄道の物語）

29㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　江口行男）

陶芸教室（村民体育館19：30～21：30）

⑳日）
休日救急医（上村病院魯63－2111）

2（月）
愛郷徒（総合センター19：30～21：30）

3（殉
木版画教室（総合センター19：30～21：30）

5㈲

6㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00相談員根津

敬）陶芸教室（村民体育館19：30～21130）田沢地区娼人学級

（総合センター19：30～21：30レクllエーションダンス）

⑧日）

9（月）

⑩殉
体育の日

休日救急医（至誠堂医院十日町市魯52－3276）
村民ジョギング大会（中里中9：00～）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

噸剛臼胴嘲■剛F馴剛咽甲岡』8”期■【睡懲

　
八
月
二
十
五
日
、
通
り
山
の

祭
り
で
行
わ
れ
た
踊
り
大
会
の

一
コ
マ
で
す
。
隣
組
ご
と
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
仮
装

で
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
○

○
会
の
踊
り
も
披
露
さ
れ
る
な

ど
観
客
は
大
喜
ぴ
。
大
人
に
人

気
の
利
き
酒
や
、
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
輪
投
げ
な
ど
も
あ
り
、

祭
り
は
、
大
変
な
盛
り
上
が
り

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

会
募
大
ム
ル
一
．

　
　
一
チ

ボ
場

村民バレー

　　　出
申込先　村公民館

　　　　　費63－2493

締切　10月10日（殉
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駕議野

　
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

業
を
村
が
資
金
を
援
助
し
、
企

画
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
団
体

が
行
う
「
仲
間
と
一
緒
に
つ
く

る
夢
」
に
は
、
村
内
の
集
落
や

団
体
か
ら
二
十
六
件
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
五
百
万
円
コ
ー

ス
十
件
、
二
百
万
円
コ
ー
ス
七

件
、
百
万
円
コ
ー
ス
八
件
、
五

十
万
円
コ
ー
ス
一
件
の
応
募
状

況
で
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
審

査
の
結
果
、
五
百
万
円
コ
；
ス

に
干
溝
な
ど
し
会
、
二
百
万
円

コ
ー
ス
に
重
地
若
い
衆
の
会
、

百
万
円
コ
ー
ス
に
中
里
コ
ン
サ

ー
ト
協
会
、
越
後
田
沢
郵
便
局

田
沢
小
学
校
P
T
A
の
五
団
体

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
ゆ
事
業
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
五
十
万
円
コ
ー
ス
の

採
用
ア
イ
デ
ィ
ア
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

仲
間
と
一
緒
に

　
　
　
　
　
つ
く
る
夢

村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

を
村
が
資
金
を
援
助
し
、
企

［
か
ら
実
施
に
至
る
ま
で
団
体

行
う
「
仲
間
と
一
緒
に
つ
く

夢
」
に
は
、
村
内
の
集
落
や

【
体
か
ら
二
十
六
件
の
応
募
が

｝
り
ま
し
た
。
五
百
万
円
コ
ー

十
件
、
二
百
万
円
コ
ー
ス
七

月
、
百
万
円
コ
ー
ス
八
件
、
五

・
万
円
コ
ー
ス
一
件
の
応
募
状

⑪
夢

く
の
ノ

〈実施団体〉

田沢小学校PTA　会長山本則夫（山崎）

父兄と教師が一体となり、子どもたちが素

直でたくましく育つことを願って様々な活動

を展開している。

〈実施内容〉

外で飛び回って遊びながら友達とのつなが

りを深め合うとともに、多少のことではへこ

たれない身体と心を養うため、グランドの一

角に手作りの遊具を整備する。

⑰
グ
ラ

⑪
ふ
る

〈実施団体〉

中里コンサート協会会長池田克人（如来寺）

村内の音楽愛好者10人で今年結成。

〈実施内容〉

文化活動（音楽）の意識向上のためにグラン

ドビアノを総合センターに設置し、ビアノ開

きコンサート（ブロの演奏家）を実施。これ

を足掛かりにビアノを生かした室内楽、声楽

などのコンサートの実施を目指していく。

※グランドビアノは村が購入する。
1き
ト

エ
コ

P
R

く実施団体〉

越後田沢郵便局　局長恩田功一

〈実施内容〉

広告付きハガキ（愛称＝エコーハガキ）を

利用し、中里村のPRを全国的に実施しよう

というもの。発行枚数は10万枚となっており、

県内郵便局すべてで発売される。

罫
”

〈実施団体〉

干溝などし会　会長広田公男

30歳代を中心とした10人で、集落内の道路、

河川沿いに花いっばい運動を展開、また映写

会等を行い集落のコミュニティつくりに努め

ている。

〈実施内容〉

河川改修の終った堀之川の両岸の道路を使

いジョギングロードを整備する。また、士手

にはアジサイなどの植栽やベンチも設置し、

人々の憩の場とする。さらに集落の入口には、

シンホル塔を建てイメージアッフを図る。

　　　　　　衡羅一…憩’縷騨・亙．、
　　　　　　　　　o・捷　　 イ．－㌧一・

　
中
里
村
が
ふ
る
さ
と
創
生
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事

業
』
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
し

た
二
つ
の
夢
の
選
定
が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今

回
選
定
結
果
が
発
表
さ
れ
た
夢
は
、
第
二
の
柱
「
や
っ
て
み
た
い
な

私
の
夢
』
と
第
三
の
柱
「
仲
問
と
一
緒
に
つ
く
る
夢
」
で
す
。
第
二

の
柱
は
小
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
第
三
の
柱
は
団
体
を
対
象
に
募

集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
第
一
の
柱
「
み
ん
な
が
願
う
夢
」
は
審

査
中
で
す
の
で
次
号
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
、

団
体
か
ら
た
く
さ
ん
の
夢
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
常
日
ご
ろ
体

験
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
な

か
な
か
機
会
に
恵
ま
れ
ず
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
実
現
す
る

「
や
っ
て
み
た
い
な
・
私
の
夢
」

に
は
、
村
内
の
小
中
学
生
の
六

割
に
あ
た
る
四
百
六
十
一
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
学
生
三
百
四
件
、
中
学
生

百
五
十
七
件
で
、
主
な
応
募
内

容
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
こ

の
中
か
ら
、
み
ん
な
が
一
緒
に

な
っ
て
経
験
・
体
験
で
き
る
も

の
と
い
う
基
準
に
よ
り
審
査
し

た
結
果
、
　
「
長
い
ス
ベ
リ
台
に

乗
る
」
　
（
倉
俣
小
一
年
鈴
木
梓

さ
ん
）
、
　
「
天
体
望
遠
鏡
で
星

を
見
る
」
　
（
中
里
中
二
年
桑
原

千
恵
美
さ
ん
）
、
　
「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
を
聴
く
」
　
（
中
里

中
二
年
南
雲
悠
子
さ
ん
）
の
三

点
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
採
用
ア
イ
デ
ィ
ア
に

は
、
同
一
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
の
で
抽
選
に
よ
り
決
定
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
三

名
に
は
二
万
円
相
当
の
商
品
を
、

応
募
者
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ー
ホ
ル
ダ
：
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
応
募
の
中
に
遊
園
地

や
公
園
、
温
水
プ
ー
ル
な
ど
の

施
設
整
備
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
た

⑱
嫁

く
り

〈実施団体〉

重地若い衆の会　代表鈴木松司

集落内の活性化に向け2年前結成。現在28

名でだれもが生き生きと暮らせる地域づくり

を目指し活動している。

〈実施内容〉

「お嫁さんいらっしゃいほんやら洞交流会」

を中心に集落の活性化事業を実施する。この

交流会は、小正月の14・15日の2日間、雪を利

用した伝統行事に都会の女性を招き、集落の

若者との交流の場を仲間全員の力で実現した

いとしている。

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
総
合
開

発
計
画
の
中
で
実
現
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
採
用
さ
れ
た
三
点
の
ア
イ
デ

ィ
ア
は
、
実
現
に
向
け
て
具
体

的
検
討
に
入
り
ま
す
。

長
い
ス
ベ
リ
台

　
三
月
に
行
わ
れ
る
雪
上
力
ー

ニ
バ
ル
で
、
雪
に
よ
り
長
い
ス

ベ
リ
台
を
作
り
ギ
ネ
ス
に
挑
戦

し
ま
す
。

天
体
望
遠
鏡

　
大
型
の
天
体
望
遠
鏡
を
購
入

　つ
衣
☆

腰編膨
　　　　　　☆

☆

愈
　90

し
、
学
校
や
公
民
館
で
計
画
を

立
て
星
を
観
察
し
ま
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏

　
小
中
学
生
全
員
で
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
生
の
演
奏
を
聴
き
ま
す
。

〈小学生の主なアイディァ〉

　　内　　　容
長いスベリ台に乗る

高い所から村を見る（ヘリ、気球）

段ボールで家を作る

校舎の壁に絵を書く

緑を増やす

魚のつかみ取り

古代生活・昔の体験

特大折り鶴

村の歌を作る

世界一大きな絵を書く

遊園地を作る

公園を作る

温水プール・クアハウス

自転車乗り場を作る

巨大迷路を作る

や
っ
て
み
た
い
な

　
　
　
私
の
夢

〈中学生の主なアイディァ〉

内　　　「』容．

オーケストラの演奏を聴く

天体望遠鏡で星を見る

歩け歩け大会

オリエンテーリング

村の統一大祭り

宝探し大会

花いっぱい運動

人文字を作る

コンサート・ライブ

全村民が座れるベンチ作り

スポーツセンターを作る

遊園地を作る

多目的ホールを作る

博物館を作る

図書館を作る

3 広報亀一　◎’マ　に　　平成元年9月10日
2

1
遭
、
、
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℃
ミ

蹄・

の

成人おめでとう
　お盆恒例となった中里村成人式が、8月16日総合

センターで、対象者105人のうち約7割近い72人が出

席して開かれました。男女とも真夏ということもあ

り思い思いの軽装で出席。久しぶりに友だちと会い、

あちこちで歓声を上げていました。

　式典では、村長や村議会識長らから祝辞を受け、

成人者を代表して貝沢輝美さん（山崎）が「記念す

べき平成元年の成人として、社会の荒波にめげず雪

国の忍耐強さでしっかりと歩んでいきたい』と謝辞

を述べました。このあと、栃倉典さん（前新潟市立

竹屠小学校長）の「私のまわりみち』と題した記念

講演を聞きました。

　当日出席した成人者を写真で紹介します。

十
種
目
に
大
会
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
内
小
学
校
親
善
水
泳
大
会

　
八
月
九
日
、
第
十
三
回
村
内
小
学
校
競
善
水
泳
大
会
が
田
沢
小
プ

ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
村
内
五
ヵ
校
か
ら
五
・
六
年
生

の
選
手
が
出
場
し
、
三
十
六
種
目
で
力
泳
。
そ
の
結
果
十
種
目
に
大

会
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。
（
順
位
◎
”
大

会
新
、
㈹
”
田
沢
小
、
㈲
”
高
道
山
小
、
罐
”
清
津
峡
小
、
㈲
”
倉

俣
小
、
㈲
”
貝
野
小
）

《
五
〇
灯
バ
タ
フ
ラ
イ
》

◆
五
年
男
子
蛙
①
林
卓
真
佃
②

太
嶋
宏
至
㈲
③
大
口
純
也
㈲

◆
五
年
女
子
脾
①
丸
山
美
幸
個

②
松
沢
鮎
美
㈹
③
斎
喜
真
奈
美

㈲◆
六
年
男
子
踵
①
服
部
到
㈹
②

吉
楽
高
夫
側
③
山
田
昌
之
㈹

◆
六
年
女
子
止
①
山
田
美
由
樹

㈱
②
樋
口
智
美
㈹
③
村
山
愛
㈹

《
五
〇
癖
自
由
型
》

◆
五
年
男
子
”
①
吉
楽
一
馬
側

②
太
嶋
宏
至
㈲
③
村
山
茂
㈹

◆
五
年
女
子
”
①
俵
山
智
香
側

②
広
田
量
子
㈹
③
水
野
利
恵
㈲

◆
六
年
男
子
胴
①
中
島
充
側
②

清
水
保
志
個
③
山
田
昌
之
㈹

◆
六
年
女
子
”
①
熊
倉
美
奈
子

㈲
②
樋
口
美
奈
㈹
③
羽
鳥
美
里

㈹
《
五
〇
折
平
泳
ぎ
》

◆
五
年
男
子
”
①
吉
楽
健
太
側

②
川
田
宗
幸
㈹
③
富
井
誠
㈲

◆
五
年
女
子
旺
①
松
沢
鮎
美
囲

②
大
口
み
づ
え
㈹
③
桑
原
真
美
㈲
一

◆
六
年
男
子
闘
①
吉
楽
高
夫
働

②
根
津
茂
㈹
③
佐
藤
一
真
㈹

◆
六
年
女
子
盤
①
井
ノ
川
葉
子

㈹
②
関
寿
恵
㈹
③
山
田
美
由
樹
㈱

《
五
〇
耕
背
泳
ぎ
〉

◆
五
年
男
子
”
①
阿
部
秀
行
㈲

②
井
ノ
川
貴
之
㈹
③
鈴
木
学
㈹

◆
五
年
女
子
凹
①
俵
山
智
香
側

②
村
山
友
㈹
③
石
沢
久
美
子
㈹

◆
六
年
男
子
翻
①
上
原
一
洋
㈹

②
中
野
充
働
③
山
田
寿
一
㈲

◆
六
年
女
子
⊥
①
鈴
木
美
香
㈲

②
樋
口
智
美
㈹
③
樋
口
美
奈
㈹

《
一
〇
〇
材
自
由
型
》

◆
五
年
男
子
且
①
林
卓
真
㈹
②

吉
楽
一
馬
側
③
樋
口
功
㈹

◆
五
年
女
子
”
①
広
田
量
子
㈹

②
石
沢
恵
美
子
㈹
③
丸
山
美
幸
㈹

◆
六
年
男
子
闘
①
清
水
保
志
㈹

②
中
島
充
側
③
羽
鳥
直
樹
側

◆
六
年
女
子
擁
①
艦
倉
美
奈
子

㈲
②
富
井
裕
子
㈲
③
樋
口
美
奈
㈹

《
一
〇
〇
M
朋
平
泳
ぎ
》

◆
五
年
男
子
”
①
吉
楽
健
太
側

②
鈴
木
学
働
③
鈴
木
雄
一
㈲

◆
五
年
女
子
”
①
大
口
み
ず
え

㈹
②
桑
原
真
美
㈲

4

◆
六
年
男
子
回
①
上
原
一
洋
㈹

②
桑
原
啓
吾
㈲
③
佐
藤
一
真
㈹

◆
六
年
女
子
”
①
井
ノ
川
葉
子

㈹
②
関
寿
恵
㈹
③
富
井
美
香
㈲

《
一
〇
〇
競
背
泳
ぎ
》

◆
五
年
男
子
”
①
川
田
宗
幸
㈹

②
鈴
木
寿
人
㈲
③
山
田
弘
明
㈲

◆
五
年
女
子
難
①
広
田
量
子
㈹

②
斎
喜
真
奈
美
㈲

◆
六
年
男
子
“
①
服
部
到
㈹
②

山
田
寿
一
㈲
③
鈴
木
慶
文
㈲

◆
六
年
女
子
斐
①
鈴
木
美
香
㈲

②
富
井
涼
子
㈹
③
高
橋
和
歌
子
側

《
一
〇
〇
材
個
人
メ
ド
レ
ー
》

◆
五
年
男
子
甚
①
林
卓
真
㈹
②

吉
楽
健
太
働
③
大
口
純
也
㈲

◆
五
年
女
子
”
①
松
沢
鮎
美
㈹

②
桑
原
真
美
㈲

◆
六
年
男
子
“
①
吉
楽
高
夫
側

②
山
田
貢
㈲
③
斎
喜
雅
俊
㈲

◆
六
年
女
子
”
①
樋
口
智
美
㈹

②
山
田
美
由
樹
㈱
③
井
ノ
川
葉

子
㈹

《
男
子
二
〇
〇
M
川
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
》

①
田
沢
小
②
貝
野
小
③
高
道
山

トノ
《
女
子
一
一
〇
〇
摺
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
》

①
田
沢
小
②
倉
俣
小
③
清
津
峡

小
《
男
子
二
〇
〇
㌶
リ
レ
ー
》

①
田
沢
小
②
貝
野
小
③
高
道
山

トノ
《
女
子
二
〇
〇
折
リ
レ
ー
》

◎
田
沢
小
②
清
津
峡
小
③
倉
俣

小
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成

　
有
権
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
選
挙
に
対
し
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
や
っ
て
も

ら
お
う
と
、
　
『
中
里
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
』
が
、
ハ
月
十
日
設
立
さ
れ
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
選
挙
の
当
り
年
で
、

既
に
三
つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
村
長
選
挙
が

十
一
月
二
十
一
日
告
示
、
二
十

六
日
投
票
で
行
わ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
広
報
六
月
号
で
は
、
選
挙
運

動
の
中
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
一

例
を
上
げ
、
明
る
く
き
れ
い
な

選
挙
を
訴
え
ま
し
た
。
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ご

く
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
ら

れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

調バンメ会議協進推挙選いる明村里中

　
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知

っ
て
い
て
も
、
　
「
今
ま
で
も
そ

う
だ
っ
た
か
ら
」
　
「
だ
れ
だ
れ

さ
ん
が
や
っ
て
い
る
か
ら
」
と

い
う
の
が
実
態
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
は
い
つ
に
な
っ
て

も
ル
ー
ル
は
守
ら
れ
ま
せ
ん
。

運
動
の
目
的

　
明
る
い
選
挙
推
進
運
動
は
、

単
に
選
挙
違
反
を
な
く
す
と
か

棄
権
を
防
止
す
る
だ
け
の
運
動

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
有
権
者
の
一
人
ひ
と
り
が
村

氏　　名 往所 備　　　考

会　長 高橋直一 倉　俣 選挙管理委員長
副会長 山本森治 小　出 教育委員長公民館長

理　事 中島善一 本屋敷 選挙管理委員
〃 村山正隆 程　島 〃

〃 白倉増之 山　崎 〃

〃 樋口和一 小　原 教育長
〃 村山ノブ 田　沢 婦人代表
委　員 南雲定幸 堀之内 選挙管理委員補充員
〃 大口徳次 重　地 〃

〃 樋口文平 荒　屋 〃

〃 山田今朝男 土　倉 〃

〃 樋口初男 通り山 教育委員
〃 藤田宇一 宮　中 〃

〃 高野林平 倉　俣 ”

〃 上原久子 上　山 婦人代表
〃 山田ヒサ子 宮　中 〃

〃 高橋チエ子 芋　川 〃

や
県
、
国
の
政
治
に
ど
う
い
う

人
物
を
代
表
と
し
て
選
ぷ
の
が

最
も
適
当
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
、
自
分
の
正
し
い
判
断
で
真

の
代
表
を
選
び
だ
す
選
挙
を
実

現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
常
日
こ
ろ

か
ら
政
治
や
選
挙
に
つ
い

て
、
は
っ
き
り
し
た
考

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、

各
都
道
府
県
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
町
村
に
作
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
当
村
の
協
議
会
は
上
の
名

簿
の
と
お
り
、
選
挙
や
教
育
関

係
者
お
よ
ぴ
婦
人
の
代
表
者
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
協
議
会
だ
け
で
運

動
を
進
め
る
こ
と
は
難
し
く
、

ま
た
、
よ
り
広
範
に
展
開
す
る

た
め
に
は
身
近
か
な
人
の
活
動

が
効
果
的
と
考
え
ま
す
。
各
集

落
に
推
進
員
を
設
け
、
地
域
内

に
お
い
て
機
会
あ
る
ご
と
に
話

題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
明
る
く
き
れ
い

な
選
挙
推
進
に
、
ま
た
、
今
ま

村
長
選
挙
は

H
月
2
1
日
告
示

11

月
2
6
日
投
票

え
を
も
つ
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
単
に

知
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
は
な

く
、
自
分
の
身

に
つ
い
た
も
の

と
し
、
有
権
者

と
し
て
の
自
覚

と
政
治
常
識
を

高
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、

こ
の
運
動
は
一
つ

の
政
治
教
育
活
動
と

い
う
面
を
も
っ
て
い
ま

す
。

協
議
会
の
活
動

4
†

　この競技会で中魚沼地区支会の代

表が優勝したのは、昭和47年の中里

村消防団、昨年の十目町消防団（いず

れもポンフ車）に続いて3回目で、

中里村消防団にとっては2回目の快

挙となります。

　第一分団選抜チームは5月に結成

して以来4ヵ月間、連日連夜田沢小

グランドで訓練を積み重ねてきまし
た。

　8月20日、岩船郡朝日村多目的運

動場で開かれた第40回新潟県消防大

会ポンブ操法競技会で、小型ボンフ

の部に出場した中魚沼地区支会代表

の中里村消防団（第一分団選抜チー

ム）が見事優勝しました。

　競技会には、ボンブ車の部に6チ

ーム、小型ボンフの部では県消防協

会17地区支会の代表が参加し、技を

競い合いました。

で
の
選
挙
運
動
の
あ
り
方
に
疑

問
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
推
進

員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

追
っ
て
村
政
事
務
嘱
託
員
を
通

じ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
村
や
地
域
の

催
し
物
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

『
贈
ら
な
い
』
『
求
め
な
い
』
『
受

け
と
ら
な
い
』
の
三
な
い
運
動

の
推
進
を
中
心
と
し
た
活
動
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
み
ん
な
で
明
る
く
正

　
　
　
　
　
し
い
選
挙
に
向

　
　
　
　
　
　
ナ
、
こ
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
を
広
げ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た

第
一
分
団
選
抜
チ
ー
ム

欝噛回黙

参奏
況

満

　
昭
和
六
十
二
年
に
、
が
ん
で

亡
く
な
っ
た
人
は
全
国
で
十
九

万
九
千
人
を
越
え
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
死
亡
者
全
体
の
二
六
・

六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
亡
く
な
っ
た
人
の
四
人
に

一
人
が
、
が
ん
に
よ
る
も
の
で

す
。　
中
里
村
で
も
例
外
で
は
な
く
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
昨
年

は
二
十
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。急

激
に
増
え
て
い
る
肺
が
ん

　
が
ん
の
死
因
の
中
で
も
、
依

然
と
し
て
胃
が
ん
が
男
女
の
ト

ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
、
急
激
に
増
え
て
き
て

い
る
の
が
肺
が
ん
で
す
。
肺
が

ん
は
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
や
北

欧
で
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
、
日
本
で
も
増
加
し
、
男
女

中里村のがん死亡状
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圃60歳以上
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2

1

1

と
も
、
が
ん
に
よ
る
死
因
の
二

番
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
肺
が
ん
の
第
一
の
原
因
に
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
喫
煙
で
す
。

喫
煙
量
が
多
い
ほ
ど
、
ま
た
喫

煙
開
始
年
令
が
若
い
ほ
ど
、
肺

が
ん
に
な
り
や
す
い
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
治
療
が
命
を
守
る

　
肺
が
ん
に
な
ら
な
い
た
め
に

は
、
ま
ず
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
改
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
喫
煙
を
で
き
る
だ
け

避
け
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
年
一
回
の
成
人
病

検
診
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
早
期
発
見
・
早
期

治
療
は
、
が
ん
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

「
仕
事
が
忙
し
い
」
「
面
倒
だ
」

な
ど
の
理
由
で
成
人
病
検
診
を

受
け
ず
、
　
「
お
か
し
い
な
」
と

思
っ
た
と
き
に
は
す
で
に
手
遅

れ
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
、
家

族
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て

も
大
き
な
痛
手
で
す
。

　
四
十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
そ
れ

ま
で
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
、
成
人
病
が
発
生
し

や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
々
の
生
活
を
見
直
し
、

年
一
回
の
成
人
病
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
、
四
十
歳
か
ら
の
習

慣
に
し
ま
し
よ
う
。

夜
空
を
こ
が
す
人
花
火

名物となったウナギつかみ取り

　8月15日（火）、清田山自然運動公園まつり

でのウナギ取ひ）。すっかり名物となり池の

周りは人だかりであふれました。

　
八
月
二
十
九
日
㈹
、
　
「
山
崎
ま
つ
り
の
花
火
は

最
高
」
と
村
内
外
の
見
物
客
で
い
っ
ぱ
い
。
色
と

り
ど
り
の
花
火
が
夜
空
を
染
め
て
い
ま
し
た
。

車成元年9月10日広報かかマご7
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田沢小学校4年
山田久藁子さん

　「あ一あ一あ一d友だちが、タ

ーザンのように、こっちにむかっ

て来ます。こわいようだけど、よ

ろこんでいるような様子を、書く

のに、くろうしました。

牽美器子摯妻警姦轡）⑬

　敦美ねえ、カセットテーブでミ

ッキーマウスやメイブルタウンの

歌を聞きながら踊るのが大好きな

の。いつも自分で考えながら踊っ

てるよ。それと、ビアノをひきな

がら保育所でおぽえた歌だって歌

えるんだ。お田さんは、いまのま

ま明るく活発で、みんなに好かれ

るように育ってほしいんだって。

若
い
男
女
で
大
に
ぎ
わ
い

　
　
　
　
夏
！
ア
ワ
τ
逢
え
た
ら
…
…

夜
は
新
座
の
子
ど
も
た
ち
九
人
の
家
に

分
散
し
、
都
会
の
家
で
一
夜
過
ご
し

ま
し
た
。
　
「
朝
ま
で
遊
ん
で
い
た
よ
」

「
レ
ス
ト
ラ
ン
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

っ
た
」
　
「
ま
た
行
き
た
い
」
と
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

華
麗
な
演
奏
で

　
　
四
年
連
続
金
賞

　
新
潟
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
越
大

会
で
金
賞
を
受
賞
し
た
中
里
中
吹
奏
楽

部
は
、
八
月
七
日
長
岡
市
立
劇
場
で
行

わ
れ
た
県
大
会
に
出
場
。
中
学
校
B
の

部
（
三
十
五
人
以
下
）
で
四
年
連
続
金

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
で
部
員
た
ち
は
、
今
年
赴
任
し

て
こ
ら
れ
た
ば
か
り
の
間
野
先
生
の
指

揮
に
よ
り
ロ
ッ
シ
ー
二
作
曲
（
セ
ビ
リ

ア
の
理
髪
師
）
序
曲
を
大
観
衆
の
前
で

演
奏
し
ま
し
た
。
現
在
部
貝
は
三
十
七

人
で
、
早
く
も
来
年
の
大
会
に
向
け
、

野外パーティーは最高！

　
八
月
五
日
、
総
合
セ
ン
タ
i
前
で
ソ

フ
ィ
ア
の
企
画
し
た
、
ビ
ー
ル
パ
ー
テ

ィ
ー
”
夏
！
ア
ワ
で
逢
え
た
ら
”
が
開

か
れ
、
村
内
外
か
ら
約
百
人
が
集
ま
り

ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
途
中
に
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
、

ミ
ス
8
、
ミ
ス
タ
ー
8
が
会
場
か

ら
選
ば
れ
る
な
ど
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
大

変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　
企
画
に
あ
た
っ
た
ソ
フ
ィ
ア
で
は
、

十
二
月
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を

行
う
計
画
も
し
て
お
り
、
み
な
さ
ん
の

参
加
を
待
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

都
会
の
生
活
を
体
験

－
新
座
市
で
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ー

　
今
年
で
三
回
目
と
な
る
新
座
市
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
が
、
八
月
二
十
三
日
、

毎
日
二
時
間
ほ
ど
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
体
験
あ
り
が
と
う

　
　
小
松
原
で
大
根
種
ま
き

　
村
公
民
館
で
は
、
中
学
生
か
ら
村
の

農
業
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
八
月
四

日
昨
年
に
続
い
て
村
青
年
農
業
士
と
の

集
い
を
開
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
中
学
生
二
十
一
人
は
、
青

年
農
業
士
十
五
人
と
と
も
に
倉
俣
の
畑

二
十
四
日
の
二
日
間
行
わ
れ
、
村
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
代
表
十
九
人
が
都
会
で

の
生
活
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
倉
俣
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
（
野
球
）
と
田
沢
剣
道
ス
ポ
少
が
参

加
。
新
座
の
子
ど
も
た
ち
が
待
っ
て
い

る
市
総
合
体
育
館
で
中
里
助
役
さ
ん
ら

か
ら
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
早
速
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
で
交
流
を
開
始
。

で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
穫
。
そ
の
あ
と

標
高
八
百
灯
の
高
冷
地
、
小
松
原
の
開

発
畑
で
青
首
大
根
の
種
ま
き
を
し
ま
し

た
。
初
め
て
体
験
す
る
生
徒
ば
か
り
で
、

農
業
士
か
ら
作
業
方
法
を
教
わ
り
な
が

ら
十
艀
，
を
無
事
終
え
、
車
座
に
な
っ
て

の
意
見
交
換
の
場
で
は
、
「
芽
が
出
る
か

心
配
」
　
「
収
穫
が
楽
し
み
だ
」
な
ど
の

体
験
談
に
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

わたしの

と上山
佐藤いずみさん

愛
知
県
名
古
屋
市

　
わ
た
し
の
生
ま
れ
た
町
は
、

名
古
屋
駅
か
ら
西
へ
地
下
鉄
で

十
分
く
ら
い
の
所
で
す
。
周
り

に
は
昔
田
ん
ぼ
だ
っ
た
所
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
や
駐
車
場
と
姿
が

変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
売
。

　
車
の
増
加
を
見
越
し
て
作
ら

れ
た
百
メ
ー
ト
ル
道
路
を
代
表

す
る
よ
う
に
、
道
路
の
整
備
が

進
み
、
現
在
は
市
内
高
速
や
地

下
鉄
な
ど
が
年
々
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
く
に
は
豊
臣
秀
吉
ゆ
か
り

の
豊
国
神
社
、
徳
川
家
康
の
子

ど
も
の
住
居
だ
っ
た
名
古
屋
城
、

織
田
信
長
の
国
盗
り
の
足
場
と

な
っ
た
岐
阜
城
と
、
三
英
傑
を

生
ん
だ
所
の
他
に
、
コ
ア
ラ
の

い
る
東
山
動
物
園
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
て
ご
飯
や
水
道

の
水
が
お
い
し
く
、
ま
た
、
川

の
水
が
き
れ
い
な
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。
雪
も
最
初
の
う
ち
は

め
ず
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
で
は
少
々
困
っ
て
い
ま
す
。

璽ッテ冴
村民野球大会で田中1優勝

　お盆の15日、村民、倉俣グランドの

二会場で村民野球大会兼村長杯が行わ

れました。中学生から大人までが即席

に結成した10チームが参加し、いずれ

も実力伯仲で熱戦続き。ヒットを打っ

たり、点が入ったりするたびに、それ

ぞれのベンチから大きな声援が送られ

ていました。優勝＝田中、2位＝倉俣

（優勝）

5

1

0
1

6
01116

913　1016　313　210　2

田
中

貝
野
A

山
崎
B

干
溝

上
山
貝
野
B

如
来
寺

山
崎
A

重
地
・
下
患

倫
俣

劔醐ん。
　　　　　名古量市
㌧一　　　　　　静岡県！一
　　　　　　　　　　　ζ
　三重県

きっかけは……り小・中・高と同じ学校の同級生

　　　　でした。ワ高校を卒業してから、盆に

　　　　偶然友達の家で会ったときからです。

交際中は……り東京にいたので毎週、関東周辺の

　　　　名所を散歩ながらに遊びに行つたこと

　　　　もありました。

結婚生活は……り3カ月くらい前まで東京にいて

　　　　親と別居していたので、誰もじゃます

　　　　る人がいなく自分の好きなことをして

　　　　いた。Oよく遊びに連れていってくれ

　　　　ます。
お互いへの要望は……り今のままでいい。気が付

　　　　いたときに脇にいてくれればいい。

　　　　O月に1回でいいから子供の世話をし
　　　　て、私に自由な時間を与えてほしい。

子育てのモットー……り自分より他人を大切にす

　　　　る思いやりのある子に育ってほしい。

村への要望……り下水道の整備を将来的に見て考

　　　　えていった方が良いのではないでしょ

　　　　うか。曽村営のプールがほしい。

り
斎
喜
唯
　
晴
さ
ん
側

ワ
　
　
ミ
ナ
子
　
槍
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　　　　　　　矯
　　　　　　ズ　　ずイ
　　彫　，　　・加．侮雇／ず修

　　服部百合子さん

　東京で働いていたのですが、

5月に帰って来て、現在は、佐

藤モータースで事務をしていま

す。気軽に遊びに釆て下さい。

趣味は、ショッビング、テニス

がしたいけど誘ってくれる人が

いなくて出来ない。性格は、優

柔不断で何んでも迷ってしまう。

夢は、バイク（400QQ）の免許を取

ること、だけど、みんなが無理

と言っている。理想の人は、お

もしろくて、やさしくて、優柔

不断でない人。村への要望は、

もっと若い人が遊べる楽しい場

所を作ってほしい。

醒購鰯鵬鰯聰麟獺購灘響灘鞘灘翻翻願糊欝灘鰯獲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里村からは、清津峡焼七ツ窯、魚

今月の納税と振替日

（10月2日）

（10月2日〉

（9月25日）

（9月25日）

（9月25日）

雪年肇県立高等職業訓練校

　　　　訓練生募集案内

■普通課程（2類）

1．対象　高等学校卒業者又はこれと

　　　　同等以上の学力を有すると

　　　　認められる人（平成2年3
　　　　月卒業予定者含む）

2．募集受付期間

　　　　9月1日㈹～10月5日9休）
3．選考日　10月19日体）

■普通課程（1類）及び専修訓練課程
　1．対象　義務教育を終了した人（平

　　　　成2年3月卒業予定者含む）

　2．募集受付期間

　　　　10月9日（月）～11月6日（月）

　3．選考日　11月24日㈹

※詳しくは県立高等職業訓練校または

　公共職業安定所へ問い合せください。

■固定資産税

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

■水道料

沼農産、きのこセンター、清松製麺所、

深雪グループ、小山製作所、山田屋酒

店が出店します。

o会期　9月21日休）～9月26日（幻

■会場　新潟市　大和新潟店

地域づくり提言論文・作文募集

■主　　催新潟県

■テーマ
　　「21世紀・輝く新潟のために」

　～新潟県の地域づくりへの提案～

■募集内容…個性豊かな活力ある明日

　の新潟県を築くために役立つと考

　えられる具体的な地域づくりの提

　案を募集します。

　　例えば「雪利用のまちづくり」

　　「高齢者の住みよい地域づくり」

　　「国際交流を考える」　「文化とス

　ポーツのまちづくり」等です。

■応募資格…原則として個人での応募

　　としますが、グループによる場合

　は代表者名とメンバーを明記。

■応募形式…400字詰め原稿用紙3枚

　以上20枚程度まで。

■応募方法…一人または一グループに

　つき一作品とし、応募者の氏名と

　住所・年齢・職業（学校名・学年、

　勤務先）・電話番号を記入して郵

　送のこと。
■締切り　10月14日㈹（当日消印有効）

■表　　彰…ふるさとオピニオン賞

　10人程度（賞状、賞品10万円と記念品）

■送付先・問合わせ先

　〒950新潟市新光町4番地1
　新潟県企画調整部克雪・地域振興課内

　「地域づくり提言論文・作文募集係」

台025－285－5511㈹

村民芸能祭

　「わがむらわがまち自慢の

　　逸品まつり」のご案内

　近年、「村おこし」「一村一品運動」

と名付けられた地域活性化のための特

産品づくりが全国的に活発化しており、

新潟県においても市町村・商工団体・

農協等が様々な取組みを行っています。

　それらの活動を支援し、新し》・特産

品の販路開拓を函るため、県主催で「わ

がむらわがまち自慢の逸品まつり」が

開催されます。

　県内各地域の市町村からバラエティ

に富んだ特産品が展示即売されるほか、

特産品の手づくり実演、特産品プレゼ

ント、県下のミス大集合や特産品グラ

ンプリなど楽しいイベントが盛り沢山

に予定されています。

午前10時～

　　　午後2時

●場　所　村民体育館

●村内の団体や個人が踊り・歌な

　どを披露します。

老人福祉大会

午前10時～

　　　午後2時

●場　所　中里中体育館

●参加資格…村民で大正7年3月

31日以前に生まれた人。

　　　　　　　　　　　　　　　　　十目町市、川西町、，津南町、中里村

十日町地域広域事務組合騙蓉野鶴鴨憲鴇2麗籔
一昭和63年度の決算状況一　センター（御陣荘）～と畜場の各事業を

　　　　　　　　　　　　　　　　行っています。

　　　繰越金
諸収入　　3・033
　　　（3．6％）
4，341
（5．2％）

その他
3，930（4．7％）

　　　　　　　十B町市
鷺中里村
　　　　　歳入　3億
　（10・1％）　8億3，483　6，042

醗1肥万円（43・2％離
簾、1，831　津南町
　・’選（14・2％）1億5，830

　　聾i　、　　　　　（19．0％）

劇

　　　　公債費958（1．2％）
消防施設費　　その他308（0．4％）

6，860
（8．6％）

　　　　　非常備
　　　　　消防費　歳出
　　　　・1億2・2田7億9，600
　　　　　（15．4％）
　　　　　　　　　万円
　　　　　　　　　常備消防費

　　　　　　　　　5｛意9，216
繰越金　　　　 （744％）

3，883万円

単位：万円

会　計　名 歳入額 歳出額 差引額

総合福祉センター 2，168 1，564 604

と畜場事業 4，356 3，788 568

合　　　　計 6，524 5，352 1，172

鐵灘．．，

禽
に

駐

町
溝
蜘
山
里

原
干
淋
上
新

　
　
ラ
　
　
　
　
　

ラ

正
春
文
浩
実

　
政
正

木
井
高
原
島

鈴
富
古
桑
大

（
　
（
　
（
　
（
　
（

　
家
の
周
り
な
ど
に
ハ
チ
が
い
て
、
お
困
り
の
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
役
場
で
は
ハ
チ
退
治
に
使
用
す

る
安
全
服
を
購
入
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　
役
場
保
健
課
　
台
6
3
1
3
1
1
1

新潟県高齢者総合相談センター
　新潟市東中通1－86　新潟県社会福祉会館2F

●テレホンサービスもご利用下さい。

　台025－225－1616
　　　　　　　（イロイロな惰報）

●積富厳守・相談無料●

露璽日～土耀日の午豹9時～午後5時

（但しぐ艮噸日・祝日・年末年始は休みです）

各種コーナー

匝
（電話、来訪、手紙いずれでも可）

専門家がつぎの相談をお受けします。

●法律（弁護士）　　●健康・介護（保健婦）

●医療（医師）　　●栄　養（栄養士）

●痴　呆（医師）　　●リハビリ（理学療法士）

●年金・保険（社労士）　●住　居（建築士）

●税　金（税理士〉

モデルルーム
ケ
一

G亟画1
脇

匝不明のことは村社会福祉

協議会に問い合わせください。費63－2520

え戴嘆
工事中

獣軍蘇1業響 簿鋤、藤 。操蔑

難棄聾黙．敢、．胴．、．

サクラマス養殖池 干溝
　万円
556 ㈲清津工業 10月31日

作業道有倉線開発 阿寺 1，030 石光建設 11月8日

作業道外通越線開設 宮中 1，246 ” 11月8日

庁舎浄化槽改修 上山 1，493 ㈱拓越 9月30日

野中地区第5次ほ場整備 土倉 1，091 大村建設㈱ 11月25日

貝野地区簡易水道配水管布設 宮中 209 中里水道工業㈱ 9月16日

県道中深見越後田沢

停車場線舗装
田代 587 上越舗道㈱ 9月16日

村道下山清田山線改良 下山 726 ㈲鈴芳建設 11月15日

村道市之越山手線改良 市之越 1，606 大村建設㈱ 11月25日

堀之内地区田災害復旧 堀之内 133 ㈲宗家土建 9月29日

本屋敷地区道路災害復旧 本屋敷 103 高幸建設㈱ 9月29日

巌工事費100万円以上の建設工事です。（％～％入札分）

11 広報かかマご 平成元年9月／0臼

簾麗画圓
　　　　　　　　　㊨

　小さなバイクにも自賠責保険（共済）

の加入が法律で義務づけられています。

250cc以下のバイクは車検制度がない

ため、自賠責保険の継続契約をつい忘

れがちです。

　無保険（無共済）で走ると、6ヵ月

以下の懲役または5万円以下の罰金、

さらに違反点数6点となり免停処分と

なりますし、それよりも万一事故を起

こしたりしたら大変です。

　未加入の人はすぐ加入してください。

保険料は1年契約8，000円、2年契約
11，35Q円、3年契約14，500円です。

甕類顧劇鰭購妻

●飲酒運転検挙者数

●無免許運転違反者数

●事故発生件数

●死亡事故ゼロ

2人

5人

13人
2日

（8月末累計）
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